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討 論
議員提出議案第10号
監査請求に関する決議

賛成（井木 議員）【さらにしっかりと監査を】
　監査内容についても多種多様な状態があると思
うけれども、しっかりやっていくためにも議員と
してこの決議に賛成したい。

賛成（押本 議員）【補助金の使途を適正に】
　補助金を受けている団体であるにもかかわら
ず、決算書で事業内容というものが一切ない。補
助金は町の補助金要綱の中で、行事を行うのでは
なく、事業を推進するとなっている。単なる行事
の消化のために町税をつぎこんでいいのか。そう
いう思いで監査請求をしたい。

反対（澤田 議員）【定例監査をしっかり】
　決議してまでというのは必要ないと思ってい
る。定例監査をしっかりしていただくことが大事
だと思う。

反 対

3
賛 成

11

 監査請求に関する決議

　地方自治法第98条第2項の規定により、次のとおり監査委員に対し監査を求
め、その結果の報告を請求するものとする。

記

１　監査を求める事項
　　琴浦町が行っている同和対策事業・事務の運用状況について

２　監査結果の報告期限
　　令和元年８月15日

（理由）
　同和対策は、国の「同和対策審議会」の答申を受け、「同和対策特別措置法」
を皮切りに法律の名称を変えながら幾度となく延長を繰り返して、２００２年
３月３１日を以って完全に失効した。
　国と地方が責務として多額の予算を投入することにより、劣悪であった環境
の改善などが劇的に進み、地方自治体の責務である住民福祉の増進は一般対策
として対象地域を行政が区切るのではなく平等・公平に行われることを旨とす
るようになった。
　然るに我が琴浦町においては同和対策の一般化が遅々として進まず、行政機
構として「人権・同和教育課」が存続し、固定資産税の減免が、議会の機関意
思としての「廃止決議」の議決にもかかわらず継続され、法的根拠のない「生
活相談員」や「文化センター（隣保館）館長」、「人権教育推進委員」も設置さ
れている。これらは法的根拠がないために貴重な自主財源でまかなわれており
各地区公民館と比べても不平等・不公正の一因となっている。
　運動団体である「部落解放同盟琴浦町協議会」に対して多額の補助金が毎年
交付されている。そもそも部落解放同盟は規約上の「会員」及び「会費」で運
営されるものと考えるが、適正な補助金の支出となっていて町民の理解が得ら
れる使い方になっているのか監査によって明らかにされるべきである。
　同和地区の住宅環境の改善の為に取り組まれた「住宅新築資金」の償還期限
が目前に迫っている。個人資産である住宅及び宅地の多額の未払い金があるが、
貸付条例に基づく破たん処理スキームも駆使した特別会計を閉鎖する工程につ
いて監査委員の見解を明らかにすべきときにきているのではないか。

議員提出議案 に討論集中
６月

定例議会

６月定例議会　あらまし
　６月定例会は６月７日～20日までの14日間の会期で開かれ請願・陳情、専決処分（一般会計補正予算）
特別会計補正予算、各財産区管理委員（東伯地区）の選任など17議案と５件の議員提出議案が可決成立した。
　そのうち、「監査請求に関する決議」と「『町会議員による差別事象について（報告）』の撤回を求める決議」
の２件の決議案が提出され、熱のこもった討論が行われた。上記議案はそれぞれ、「賛成11、反対３」「賛
成８、反対２（退席４）」で可決した。
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討
論

議員提出議案第11号
「町会議員による差別事象について（報告）」の撤回を求める決議

賛成（井木 議員）【間違った報告を出すべきではない】
　この差別事象の間違ったものを県に出すということ、間違いは間違いとして是正していただきたい。

賛成（押本 議員）【言葉狩りは謹んで】
　議会としては差別事象ではないという意向がはっきりしたので、この決議案を出したということでご
理解いただきたい。一般的に通用する差別事象でなければ、差別事象としてあげることはふさわしくない。
反対議員の、差別ではないかという発言は非常に主観的なことで、15人の議員のうち１人がそういうふ
うに言われたということである。今回の言葉狩りのような、一部の人からの申し出で行政自身が動くと
いうことは謹んでいただきたい。

反対（澤田 議員）【議員の発言が誤解を与えたとした
ら謝罪すべき】
　私は差別を助長するおそれがある不適切な発言
であると指摘した。
　議員には発言の自由があるのは当然だが、その
発言を聞かれた人が、どう受け止めどう感じたか
ということが重要であると思う。
　当然、この議場におられた管理職、傍聴人、議員、
そして町民が差別の助長につながるような発言だ
と感じたら、私たちはこうした発言には十分配慮
しなければならない。
　自分は差別をする意志はないと思って発言した
ことが、誤解を与えたとしたら、素直に申し訳な
かったという気持ちも大切なことだと思う。

賛成（青亀 議員）【議会の権威がためされている】
　行政が、公平で民主的で平等なものになっていく、そのための議論が、差別
事象だとか言って否定されるようであれば、二元代表制の議会制民主主義は死
滅する。そういうことはあってはならない。同和減免を行政区単位でするとい
うことを知る権利が議員には当然ある。差別事象対策委員会は極めて不当であ
る。それが通用することは断じてあってはならない。間違った報告書が拡散し
て、琴浦町というのはこういう差別事象があるんだということを、全体にばら
まくようなことは撤回すべき。それが当局、議会、町の名誉にもなる。

※町は、７月１日付で県及び関係機関に対し、取り下げ依頼文書を送付した。（７月18日 現在）

「町会議員による差別事象について（報告）」の撤回を
求める決議 

　平成31年３月27日（水）に開催された「琴浦町差別事象対策委
員会」の決定に抗議し、委員会の『事業実績報告書』並びに令和元
年５月10日付け町人権・同和教育課から、県人権局等に提出された

「６月11日に発生した、町議会議員による差別事象について（報告）」
の撤回を求める。
　以上、決議する。 

令和元年６月２０日 

鳥取県東伯郡琴浦町議会 

反 対

2
賛 成

8
退 席

4

議員提出議案 に討論集中
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討
論

元年陳情第５号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国民的議論
により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採択を求める陳情

賛成（押本 議員）【アメリカへの従属は遺憾】
　本来の保守であれば反対するはず。賛成できるのは、体制維持の方だけが反
対できると私は考える。国民的議論により、民主主義及び憲法に基づいて公正
に解決する手段が適正。

反対（井木 議員）【県民投票は複雑怪奇】
　普天間の危険な基地を早く辺野古に持っていってもらいたいという声のほう
が、多かったと私は聞いた。それが意思だろうと解釈をしている。 反 対

6
賛 成

8

元年陳情第３号
辺野古新基地建設の即時中止と、普天間基地の沖縄県外・国外移転について、国民的議論
により、民主主義及び憲法に基づき公正に解決するべきとする意見書の採択を求める陳情

賛成（福本 議員）【民意を届ける】
　沖縄県民の声が無視されている。県民の意見を届け
ていくことが重要である。

賛成（青亀 議員）【日本共産党の立場で】
　憲法に基づき、当然国内の移転はありえないという
歯止めもかかっていると理解して、日本共産党の議員
としては、この陳情に対しては賛成をする。

賛成（押本 議員）【まずは国民的議論に】
　この陳情は沖縄県民の意志があり、それを国民的な
議論で民主的に憲法に基づいてやりなさいと言ってい
る。地方自治がさけばれる中で、県民の意思がはっき
りしている。国民全体で議論をしたうえで決しようと
いうこと。

反対（井木 議員）【辺野古なしに極東の安全は守れない】
　普天間の基地問題を解消するためには、辺野古にもっ
ていかないと、極東の安全は守れない。よってこの陳
情には反対。

反 対

6
賛 成

8
沖縄県ホームページから
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討
論

反対（高塚 議員）
　トップランナー方式は縮小・廃止すべきではないという立場で反対。

反 対

1
賛 成

13

議員提出議案第７号
地方財政の充実・強化を求める意見書の提出について

元年請願第２号
地方財政の充実･強化を求める請願

賛成（澤田 議員）【地方に財源の確保を】
　子育て支援とか、高齢化が進行する中で、社会保障等の対応、地域交通の維持など役割が拡大している。
地方には、それに対応し得るだけの財源とものを十分確保していくことが重要だ。

反対（高塚 議員）【民営化推進の観点から】
　行政を効率化するためには、民間でできるものは民間がいいと思っている。「トップランナー方式」は
廃止・縮小すべきではない。

反対（井木 議員）【一部納得できない】
　昨年もこの請願は出ており、何の修正もされないまま再度提出されていることが、納得いかないとい
うことで反対。

賛成（青亀 議員）【多くの自治体が財源不足に】
　民間というのは利益を追求する組織で、地方政治、公的な部分は利益を追求
することではなくて住民福祉の議論がされるべきである。トップランナー方式
というのは多くの自治体が財源不足に陥る。そういうことを否定した請願なの
で採択すべき。

反 対

2
賛 成

12

全会一致で可決した議案は以下のとおり（請願・陳情及び意見書提出の議案は７ページ）

・議案第47号　専決処分について〔琴浦町介護保険条例の一部改正について〕
・議案第48号　専決処分について〔琴浦町国民健康保険税条例の一部改正について〕
・議案第49号　専決処分について〔琴浦町税条例等の一部改正について〕
・議案第50号　専決処分について〔平成30年度琴浦町一般会計補正予算（第10号）〕
・議案第51号　専決処分について〔平成30年度琴浦町船上山発電所管理特別会計補正予算（第３号）〕
・議案第52号　琴浦町森林環境譲与税基金条例の制定について
・議案第53号　琴浦町災害弔慰金の支給等に関する条例の一部改正について
・議案第54号　令和元年度琴浦町一般会計補正予算（第１号）
・議案第55号　令和元年度琴浦町国民健康保険特別会計補正予算（第１号）
・議案第56号　令和元年度琴浦町下水道事業特別会計補正予算（第１号）
・議案第57号　令和元年度琴浦町介護保険特別会計補正予算（第１号）
・議案第58号　令和元年度琴浦町水道事業会計補正予算（第１号）

※トップランナー方式とは、　�市町村の普通交付税算定基礎となる単位費用の一部の精算に民間委託等による合理化の要素を反映させたもの。

予算・決算審査特別委員会を設置

６月20日定例会最終日に、全議員で構成する予算・決算審査特別委員会を設置した。
委員長　手嶋 正巳　　副委員長　福本まり子

―　5　―第61号　2019年８月１日　ことうら議会だより



討
論

同意（井木 議員）〔議案第59号〕【実質的な視点から】
　男女共同参画と言われても、実質的なものは現在のとおりで、現行のままでいってほしいということ
で反対。

不同意（高塚 議員）〔議案第59号～63号〕【男女共同参画の視点から】
　選任案には女性が八橋地区の１人のみである。琴浦町には男女共同参画推進条例があり、男女共同参
画プランでは2022年度には50％を目標値とするとある。地域からの推薦等あるが、行政が推進すべき。
数字があまりにもかけ離れている。人物的にはすばらしいと思うが、男女共同参画の立場から反対。

議案第59号～63号
東伯地区各財産区管理委員の選任につき同意を求めることについて

反 対

2
賛 成

12
同意（押本 議員）〔議案第61号〕【門戸は開かれている】
　男女共同参画は推進すべき。門戸は開かれているが、実態としてまだ女性が
進出できていない。決して好ましい状態ではないけれども、反対すべきほどの
ことではないということの立場で賛成。

東伯地区各財産区管理委員
八橋財産区 浦安財産区 下郷財産区 上郷財産区 古布庄財産区

市本　　隆 藤本　則明 桑本　文利 松本　清志 杉山 信一郎

藤田　孟生 大松　　悟 手嶋　一夫 森上　賢二 山本　英明

生田　峰敬 村岡　嘉仁 山下　幸雄 桑本　慎吾 陰田　正人

住田　滿雄 吉岡　　正 小林　忠雄 横山　英明 馬野　彰博

佐伯　　博 前田　正秀 門脇　正人 倉本　　稔 橋田　照雄

松田　洋子 盛山　　明 日置　悦夫 岩本　昭一 横山　浩正

桑本　賢治 永田　定秋 川本　直秋 小倉　良一 古林　幹夫

任期：令和５年６月29日まで　（敬称略）

赤碕財産区 成美財産区 安田財産区 以西財産区

武尾　賴信 山﨑　昭壽 松岡　義雄 谷口　和久

田中　健文 淺田　義彰 安原　高志 小椋　雅晴

中西　和弘 岸本　　繁 北村　繁樹 山根　喜義

田中　正人 池信　良治 生越　　満 那須　典久

井木　　裕 高橋　廣吉 大本　　豊 山下　　修

加藤　順子 谷口　　朗 金田　晃典 髙力　幸吉

大平　高志 前田　富明 武尾　俊信 小川　克彦

赤碕地区各財産区管理委員（平成30年６月定例会最終日に同意）
任期：令和４年７月22日まで　（敬称略）
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請願・陳情
番号 件　　名 提 出 者 要　　旨 付　託

委員会
委員会
の意見

本会議
採択結果

元年
請願
第２号

地方財政の充実・強化
を求める請願

自治労鳥取県本部
　執行委員長
� 西村 裕生
琴浦町職員労働組合
� 執行委員長
� 林原 裕司

　2020年度の政府予算と地方財政の検
討にあたり、歳入・歳出を的確に見積もり、
人的サービスとしての社会保障予算の充
実と地方財政の確立ができるよう政府に
要求する。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出）

H.30年
陳情
第５号

琴浦町カウベルホール
の運営存続と早期改修
について

琴浦町カウベルホー
ルを守る会
　代表� 四門 隆

　カウベルホールの運営存続と早期改修
を求めるとともに、利用者の意見集積、
運営方法の検討、及び「琴浦町文化芸術
振興ビジョン」の策定を求める。

教育民生 継続審査 継続審査

元年
陳情
第３号

辺野古新基地建設の即
時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転
について、国民的議論
により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見
書の採択を求める陳情

「新しい提案」�
実行委員会
� 安里 長従

　辺野古新基地建設の即時中止と、普天
間基地の沖縄県外・国外移転について国
民的議論により、沖縄以外の全国のすべ
ての自治体を等しく候補地とし、民主主
義及び憲法の規定に基づき、一地域への
一方的な押付けとならないよう、公正で
民主的な手続きにより解決すること。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出）

元年
陳情
第４号

ハンセン病元患者家族
に対する救済を求める
意見書の提出を求める
陳情

池原 正雄
　ハンセン病元患者家族の被害を直視し、
元患者家族に対して謝罪と賠償を行うよ
う、政府及び国会に求める。

教育民生 採択
採択

（国に意見
書提出）

元年
陳情
第５号

辺野古新基地建設の即
時中止と、普天間基地
の沖縄県外・国外移転
について、国民的議論
により、民主主義及び
憲法に基づき公正に解
決するべきとする意見
書の採択を求める陳情

全国青年司法書士�
協議会
　会長� 半田 久之

　辺野古新基地建設の即時中止と、普天
間基地の沖縄県外・国外移転について国
民的議論により、民主主義及び憲法の規
定に基づき、一地域への一方的な押付け
とならないよう、公正で民主的な手続き
により解決すること。

総務 採択
採択

（国に意見
書提出）

賛否が分かれた議案等の起立採決による審議の結果

審
議
結
果

前
田
　
敬
孝

角
勝
　
計
介

福
本
ま
り
子

押
本
　
昌
幸

大
平
　
高
志

澤
田
　
豊
秋

桑
本
　
賢
治

新
藤
　
登
子

高
塚
　
　
勝

手
嶋
　
正
巳

青
亀
　
壽
宏

前
田
　
智
章

桑
本
　
　
始

井
木
　
　
裕

小
椋
　
正
和賛

成
反
対

定
例
会

地方財政の充実・強化を求める請願 採択 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × 議
元年陳情第３号（※下欄「請願・陳情」
参照） 可決 8 6 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 議

元年陳情第５号（※下欄「請願・陳情」
参照） 可決 8 6 × ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ × ○ × × × 議

財産区管理委員の選任同意 浦安 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
財産区管理委員の選任同意 八橋 可決 11 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 退 × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
財産区管理委員の選任同意 下郷 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
財産区管理委員の選任同意 上郷 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
財産区管理委員の選任同意 古布庄 可決 12 2 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ ○ ○ ○ ○ 議
地方財政の充実・強化を求める意見書の
提出について 可決 13 1 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ 議

監査請求に関する決議 可決 11 3 ○ ○ ○ ○ ○ × ○ ○ ○ ○ ○ × × ○ 議
「町会議員による差別事象について（報
告）」の撤回を求める決議 可決 8 2 ○ ○ ○ ○ ○ × 退 退 ○ 退 ○ × 退 ○ 議

この表に掲載していない議案は全会一致で可決（５ページ参照）、陳情は全会一致で採択となりました。
○＝賛成　　×＝反対　　欠＝欠席　　議＝議長　　退席＝退
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� 委員長　手嶋正巳

　６月18日に委員会を開催し、請願１件、陳情２件について審
査した。　所管の各課から報告事項、議案について説明を受けた
のち、活発な議論をおこなった。付託された請願、陳情３件につ
いては採択とし、審査を終えた。

Q　�『ことしの仕事』1000部印刷とあるが、どの範囲で配布さ
れるのか、また、希望者には販売されるのか。

Ａ　�各区に一部配布予定。希望者は役場まで。
Q　�各財産区管理委員について男女共同参画の観点から、女性
の登用が少ない。

Ａ　�推薦依頼文には女性登用をお願いしている。今後努力する。
Q　�地域交通のあり方、現状を見るといろいろ問題あるのでは。
Ａ　�バス検討委員会で見直しを踏まえ検討する。
Q　�「道の駅琴の浦」は入れ込み客数が伸びているが、「道の駅
ポート赤碕」は減少している。対策は。

Ａ　�物産館ことうらは来年でテナント契約が終了。ポート赤碕
も含めて検討していく。

� 委員長　大平高志

　６月14日に委員会を開き、各課からの報告事項、議案に関する説明を受け、質疑を行った。
　付託された２件の陳情を審議し、「カウベルホールの運営存続と早期改修」については、
公共施設レビューの結論を待つということで引き続き継続審査。「ハンセン病元患者家族に
対する救済を求める意見書」については、全会一致で採択とした。
　その後、「小中学校空調設備整備事業」で工事が完了した赤碕小学校の現状を視察し、事
業取り組みに関しての認識を深めた。

Q　�スクールバスが混乗のデマンド方式になり、小学校の朝の
スポーツタイムに間に合わないケースがある。改善を図れ
ないか。

Ａ　�間に合うように運行をしているが信号のタイミングなどが
ある、運転手も慣れもある、様子を見たい。

Q　�教職員が公務で私用車を使用している。公用車の利用をす
べきではないか。
Ａ　�全てに公用車を配置するのは難しい。私用車

を公用車申請してもらっており、問題はない
と考えている。

Q　�赤崎台場の利活用について、どう考えている
のか。

Ａ　�活用に当たり策定する活用計画は他のお台場
と合わせて検討する必要がある。

Q　�学校給食異物混入の件について、今後の対応は。
Ａ　�金属探知機も検討したが精度もあり、難しい。

職員の目視でチェックを強化したい。

総務常任委員会

教育民生常任委員会
委員会
活 動

赤
碕
小
学
校
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� 委員長　青亀壽宏

　6月議会は、本会議から付託された議案や請願・陳情はなく、担当の農林水産課（農業委員会含む）と建設環境
課の説明を中心に、６月17日に委員会を開いた。

〇�初めに農林水産課から「森林環境譲与税基金」の新規設置について説明があった。この問題は「森林経営管理法」
の施行に伴い、その財源として「森林環境譲与税」が市町村に交付されることに伴うもので、基金を作り、林業
の産業化や森林整備の促進を目指すものであるが、委員からも質問が相次いだので、下欄に解説図を示した。

〇�台風24号の災害復旧工事の進捗は、国庫補助対象施設等では、５月末までに１件２か所が完成。６月発注済が
32件66か所。７月発注予定が13件64か所、８月発注分は、10件13か所が予定されている。
　�また小災害（国庫補助対象外）の対象施設等は、農地142か所、農業用施設172か所、林道26か所で、事業費
は9779万円が見込まれ、補助金の充当は2179万円、原材料費と機械借り上げ料を850万円の見込み、発注は
118か所を８月以降。さらに、その他の地元に対応を依頼した案件は196か所になるとの報告を受けた。

〇�農業研修生宿泊施設に、２人目として徳島県出身の男性が５月30日から入所して研修している。また町内指導
農家で実施した「農業体験ツアー（５月24日～26日）」に２人の男性の参加もあった。

〇�５月15日午後３時30分ごろ㈱鳥取林養魚場（別所）から汚水が流出していると通報があり、
現地を確認したところ、養魚場の水槽の清掃時にエサ、ふん等が流れ出たものであった。た
び重なる不祥事に対する対策が強く求められる。

〇�滞納問題に関連して、主に建設環境課に対し、住宅・水道・下水道使用料や分担金・負担金
の滞納が高いレベルで発生しており、現在行っている滞納対策について６月中に情報の提供
を担当課に依頼した。

農林建設常任委員会

森林経営管理制度（森林経営管理法）について
林野庁ホームペ－ジから

委員会
活 動
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一 般 質 問

※青字は、本紙では省略

通告５番

① 上伊勢境界確定訴訟の控訴審判決を
受けての琴浦町の対応について
② 琴浦町社会福祉協議会と連携した地
域福祉の確立について

青亀　壽宏

通告７番 通告８番

大平　高志

通告９番

桑本　賢治

① 「部落差別解消推進法」等の施行に
伴う具体策について
②町有施設の維持管理について
③事業仕分けについて

福本まり子
① 小農（家族農業）が生産高の向上よ
りも利潤を求めるための町の施策に
ついて
②「町隣保館条例」について

押本　昌幸

一般質問ここが
聞きた

い

一般質問 Q A&

通告４番

通告１番

① 2020年の琴浦町総合戦略における
SDGsの位置づけと進捗状況について
② Society5.0と呼ばれる「超スマート
社会」に向けた人材教育のありかた
について

前田　敬孝

通告２番 通告３番

通告６番

① 琴浦町立中学校の不登校に対する対
策について
②安心安全な暮らしについて
③固定資産税の減免措置について

①期日前投票所の設置場所
② ドローンの導入について

手嶋　正巳

一般質問の答弁者に「○○課長」とあるのは、地方自治法第121条の規定により、町長及び行政委員会の長
から「委任を受けた説明員」として出席した課・局・室長の答弁。

議　　長 町長及び各委員会の長 各課・室・局長
出席要求 委任

一般質問とは、議員が、町長・教育長・農業委員会会長・選挙管理委員会委員長・監査委員などの執行機関に対し、
事務の執行状況や将来に対する方針などについて問うものです。
本町議会の質問時間は、１人30分以内（答弁時間除く）です。

①同和固定資産税減免について
②議員の発言権の保障について

高塚　　勝 ①町道の改良について
②乾杯条例制定に伴う事業展開について
③琴浦パーキングの利活用について
④住宅新築資金の問題解決について

① 「関係人口」増で将来の定住確保に
ついて

桑本　　始
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一 般 質 問 一 般 質 問

総
合
戦
略
で
Ｓ
Ｄ
Ｇｓ
の

 

位
置
づ
け
は

　
　
　
３
月
定
例
会
で
、
町
長
よ
り
前
向

き
な
答
弁
が
あ
っ
た
。
進
捗
状
況

を
伺
う
。

　
　
　
住
民
の
意
見
の
積
上
げ
で
、
17
の

目
標
に
呼
応
し
た
課
題
が
見
え
て

く
る
。
６
月
26
日
に
は
、
勉
強
会
を
行
う

が
、
町
民
の
参
画
を
期
待
し
、
商
工
会
な

ど
に
も
声
を
か
け
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
の
ス

タ
ー
ト
を
切
り
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

官
民
学
連
携
の
き
っ
か
け
は

問
　
民
間
企
業
の
取
組
み
も
盛
ん
に
な
っ
て

い
る
。
行
政
だ
け
で
は
17
の
ゴ
ー
ル
は
達

成
で
き
な
い
。
官
民
学
連
携
の
き
っ
か
け

や
財
源
の
確
保
に
つ
い
て
問
う
。

多
く
の
町
民
の
参
加
を
期
待

す
る 

小
松
町
長

答
　
よ
り
多
く
の
町
民
の
参
加
に
よ
り
、
持

続
可
能
な
町
が
実
現
す
る
。
繋
が
り
に
よ

り
幸
せ
を
感
じ
、
生
き
る
力
を
満
た
す
こ

と
に
な
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
、
多
く

の
知
恵
を
か
り
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
総
合

戦
略
が
決
ま
れ
ば
地
方
創
生
推
進
交
付
金

と
い
う
形
で
確
保
し
た
い
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
向
け
た 

 

学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
超
ス
マ
ー
ト
社
会
「
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.0
」
に
備
え
、
実
益
を
兼
ね
た
生

涯
学
習
の
充
実
を
計
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
。

新
た
な
社
会
に
適
用
す
べ
く
、
見

直
す
必
要
が
あ
る 

小
林
教
育
長

答
　
学
び
だ
け
で
な
く
、
趣
味
、
特
技
、
健

康
維
持
の
方
法
な
ど
で
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。
生
涯
学
習
の
あ
り
か
た
も
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
町
内
の
小
中
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
授
業
が
開
始
さ

れ
た
が
、
様
々
な
理
由
で
学
校
に
通
う
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
や
読
み
書
き

に
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
個
別
対

応
は
可
能
か
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
い

 

小
林
教
育
長

答
　
現
在
は
１
ク
ラ
ス
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
し

か
な
く
、
学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
や
個
人
的
に
貸
与
す
る
に
は
、
ま
だ
少

し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
る
。

　
　
　
ど
れ
だ
け
科
学
技
術
が
進
ん
だ
と

し
て
も
、
人
間
中
心
の
社
会
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
く
ら
英
語

が
堪
能
で
も
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
け
れ

ば
会
話
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
ず
は
大
き

な
声
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子

ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、

質
問
を
終
わ
る
。

　
　問答

　
　問

　
　問

　
　問

前田 敬孝　議員

問 町長にとって11年後、2030
年の琴浦町のあるべき姿とは

答 より多くの町民の参画で、琴浦町の
あるべき姿を考え実現したい 小松町長

SDGs （エス・ディー・ジー
ズ）とは？
　2015年に国連で全会一致で採択さ
れた「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals）」。30年までに
達成を目指す17分野の目標で示すター
ゲットには「食品廃棄を半減させる」
や「育児や介護、家事という家庭内の
無報酬労働を評価し、責任を分担する」
など日常生活でも取り組めるものが多
くある。日本は、ジェンダー平等や貧
困対策、クリーンエネルギーなどの分
野で課題があると指摘されている。
 朝日新聞記事より

Society 5.0 （ソサエティ・ゴ・テン・ゼロ）
ー科学技術政策ーとは？
　狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新
たな経済社会。
　サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間を高度に
融合させることにより、地域、年齢、性別、言語等によ
る格差なく、多様なニーズ、潜在的なニーズにきめ細か
に対応したモノやサービスを提供することで、経済的発
展と社会的課題の解決を両立し、人々が快適で活力に満
ちた質の高い生活を送ることのできる、人間中心の社会。
産業だけではなく社会全体を改革する概念を、日本が世
界に先駆けて発信した。 内閣府資料より
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よ
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に
よ
り
、
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続
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な
町
が
実
現
す
る
。
繋
が
り
に
よ

り
幸
せ
を
感
じ
、
生
き
る
力
を
満
た
す
こ

と
に
な
る
。
先
進
事
例
を
参
考
に
、
多
く

の
知
恵
を
か
り
て
進
め
て
い
き
た
い
と

思
っ
て
い
る
。
財
源
に
つ
い
て
は
、
総
合

戦
略
が
決
ま
れ
ば
地
方
創
生
推
進
交
付
金

と
い
う
形
で
確
保
し
た
い
。

超
ス
マ
ー
ト
社
会
に
向
け
た 

 

学
習
の
あ
り
方
に
つ
い
て

　
　
　
超
ス
マ
ー
ト
社
会
「
ソ
サ
エ
テ
ィ

5.0
」
に
備
え
、
実
益
を
兼
ね
た
生

涯
学
習
の
充
実
を
計
る
べ
き
だ
と
考
え
る

が
。

新
た
な
社
会
に
適
用
す
べ
く
、
見

直
す
必
要
が
あ
る 

小
林
教
育
長

答
　
学
び
だ
け
で
な
く
、
趣
味
、
特
技
、
健

康
維
持
の
方
法
な
ど
で
変
化
が
起
こ
っ
て

い
る
。
生
涯
学
習
の
あ
り
か
た
も
見
直
す

必
要
が
あ
る
。

　
　
　
町
内
の
小
中
学
校
で
タ
ブ
レ
ッ
ト

端
末
を
利
用
し
た
授
業
が
開
始
さ

れ
た
が
、
様
々
な
理
由
で
学
校
に
通
う
こ

と
が
で
き
な
い
子
ど
も
た
ち
や
読
み
書
き

に
障
が
い
が
あ
る
児
童
生
徒
へ
の
個
別
対

応
は
可
能
か
。

ハ
ー
ド
ル
は
高
い

 

小
林
教
育
長

答
　
現
在
は
１
ク
ラ
ス
分
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
し

か
な
く
、
学
校
に
来
ら
れ
な
い
子
ど
も
た

ち
や
個
人
的
に
貸
与
す
る
に
は
、
ま
だ
少

し
ハ
ー
ド
ル
が
高
い
と
考
え
る
。

　
　
　
ど
れ
だ
け
科
学
技
術
が
進
ん
だ
と

し
て
も
、
人
間
中
心
の
社
会
で
あ

る
こ
と
に
変
わ
り
は
な
い
。
い
く
ら
英
語

が
堪
能
で
も
、
あ
い
さ
つ
が
で
き
な
け
れ

ば
会
話
は
成
り
立
た
な
い
。
ま
ず
は
大
き

な
声
で
元
気
よ
く
あ
い
さ
つ
が
で
き
る
子

ど
も
に
な
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
な
が
ら
、

質
問
を
終
わ
る
。

　
　問答

　
　問

　
　問

　
　問

前田 敬孝　議員

問 町長にとって11年後、2030
年の琴浦町のあるべき姿とは

答 より多くの町民の参画で、琴浦町の
あるべき姿を考え実現したい 小松町長

SDGs （エス・ディー・ジー
ズ）とは？
　2015年に国連で全会一致で採択さ
れた「持続可能な開発目標（Sustainable 
Development Goals）」。30年までに
達成を目指す17分野の目標で示すター
ゲットには「食品廃棄を半減させる」
や「育児や介護、家事という家庭内の
無報酬労働を評価し、責任を分担する」
など日常生活でも取り組めるものが多
くある。日本は、ジェンダー平等や貧
困対策、クリーンエネルギーなどの分
野で課題があると指摘されている。
 朝日新聞記事より

Society 5.0 （ソサエティ・ゴ・テン・ゼロ）
ー科学技術政策ーとは？
　狩猟社会、農耕社会、工業社会、情報社会に続く、新
たな経済社会。
　サイバー（仮想）空間とフィジカル（現実）空間を高度に
融合させることにより、地域、年齢、性別、言語等によ
る格差なく、多様なニーズ、潜在的なニーズにきめ細か
に対応したモノやサービスを提供することで、経済的発
展と社会的課題の解決を両立し、人々が快適で活力に満
ちた質の高い生活を送ることのできる、人間中心の社会。
産業だけではなく社会全体を改革する概念を、日本が世
界に先駆けて発信した。 内閣府資料より
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一 般 質 問 一 般 質 問

中
学
生
の
不
登
校
対
策
は

　
　
　
中
学
生
の
不
登
校
対
策
は
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
。

小
松
町
長

答
　
教
育
は
、
人
材
育
成
の
観
点
か
ら
重
要

な
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
る
。
短
期
間
で
で

き
る
も
の
で
は
な
く
、
長
い
年
月
が
か

か
っ
て
い
く
と
考
え
る
。
数
年
前
か
ら
総

合
教
育
会
義
が
で
き
、
学
校
現
場
で
何
が

起
き
て
い
る
か
報
告
を
受
け
対
応
す
る
と

い
う
認
識
は
も
っ
て
い
る
。こ
の
１
年
間
、

総
合
教
育
会
議
で
は
不
登
校
の
報
告
と
か

相
談
は
受
け
て
い
な
い
。

小
林
教
育
長

答
　
不
登
校
と
し
て
カ
ウ
ン
ト
す
る
の
は
、

年
間
30
日
以
上
の
欠
席
者
。
教
育
委
員
会

と
し
て
は
、
教
育
総
務
課
内
に
ス
ク
ー
ル

ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
、
特
別
支
援
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
指
導
主
事
等
が
い
て
、

中
学
校
の
生
徒
指
導
委
員
会
に
参
加
し
て

い
る
。
そ
の
中
で
学
校
現
場
と
一
緒
に
な

り
、改
善
方
法
を
考
え
、助
言
し
て
い
る
。

　
　
　
教
育
現
場
の
先
生
方
の
意
見
と
し

て
、
教
育
委
員
会
は
現
場
に
丸
投

げ
し
て
い
る
の
で
は
な
い
か
、
ま
た
ス

ピ
ー
ド
感
が
な
い
と
い
う
不
満
を
聞
く
が
。

小
林
教
育
長

答
　
町
で
は
、
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー

カ
ー
を
２
名
配
置
し
、昨
年
は
週
20
時
間
、

今
年
度
か
ら
は
25
時
間
学
校
に
出
向
い
て

い
る
。
家
庭
の
協
力
無
く
し
て
、
学
校
教

育
は
成
り
立
た
な
い
の
で
、
し
っ
か
り
ス

ク
ラ
ム
を
組
ん
で
連
携
を
と
り
な
が
ら
、

教
育
を
行
い
た
い
。

元
旧
川
を
田
越
ま
で
延
長
を

　
　
　
昨
年
の
台
風
24
号
に
よ
り
、田
越
、

笠
見
地
区
で
浸
水
被
害
が
発
生
し

た
。
元も
と

旧き
ゅ
う

川が
わ
（
２
級
河
川
）
は
笠
見
か

ら
八
橋
１
区
ま
で
つ
な
が
っ
て
い
る
が
災

害
が
発
生
し
た
田
越
地
区
ま
で
延
長
す
れ

ば
、
町
負
担
が
な
く
て
も
水
が
あ
ふ
れ
る

の
は
避
け
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

小
松
町
長

答
　
県
土
整
備
局
に
相
談
し
て
い
る
が
、
既

存
の
水
路
を
一
気
に
２
級
河
川
と
い
う
の

は
、
検
討
は
す
る
が
、
非
常
に
難
し
い
と

聞
い
て
い
る
。
河
川
改
修
で
、
ど
う
し
た

ら
水
が
あ
ふ
れ
な
い
か
、
技
術
面
で
検
討

す
る
。信

号
機
の
設
置
を

　
　
　
東
伯
総
合
公
園
入
り
口
に
信
号
機

設
置
要
望
が
あ
っ
た
が
、
そ
の
後

ど
う
な
っ
た
の
か
。

小
松
町
長

答
　
平
成
27
年
10
月
に
旧
八
橋
警
察
署
に
要

望
し
た
。
鳥
取
県
警
が
協
議
し
て
い
る

が
、
現
段
階
で
は
優
先
度
が
低
い
と
聞
い

て
い
る
。
警
察
署
と
連
携
を
と
り
な
が
ら

要
望
し
て
い
く
。

　
　問総

合
教
育
会
議
と
は

　
平
成
27
年
か
ら
各
都
道
府
県
・
市
町

村
に
設
置
さ
れ
た
、
首
長
と
教
育
委
員

会
で
構
成
さ
れ
る
会
議
。

　
　問

　
　問

　
　問

桑本 賢治　議員

問 中学生の不登校対策は

答 総合教育会議の場で　小松町長
学校現場をサポートする　小林教育長

東伯総合公園入り口交差点

ことうら議会だより　2019年８月１日　第61号―　12　――　PB　―第61号　2019年８月１日　ことうら議会だより



一 般 質 問 一 般 質 問

投
票
所
は

 

１
階
が
普
通

　
　
　
な
ぜ
、
本
庁
舎
２
階
に
設
置
さ
れ

た
の
か
理
由
を
伺
う
。

坂
口
選
管
委
員
長

答
　
従
来
使
用
し
て
い
た
厚
生
棟
が
、
ハ

ロ
ー
ワ
ー
ク
な
ど
の
事
務
所
と
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、利
用
で
き
な
く
な
っ

た
。
選
管
と
し
て
検
討
を
重
ね
、
選
管
事

務
局
が
即
座
に
対
応
で
き
、
目
の
届
く
範

囲
内
の
近
い
場
所
に
あ
る
こ
と
が
重
要
な

要
件
で
あ
り
、
エ
レ
ベ
ー
タ
ー
が
利
用
で

き
る
２
階
の
第
２
会
議
室
を
選
定
し
た
。

　
　
　
知
恵
を
出
し
合
い
選
定
す
べ
き
。

選
定
に
あ
た
り
、
町
の
執
行
部
と

協
議
さ
れ
た
の
か
。

坂
口
選
管
委
員
長

答
　
選
挙
管
理
委
員
と
選
挙
担
当
者
で
決
め
た
。

　
　
　
７
月
の
参
議
院
議
員
選
挙
を
控
え

て
、
厚
生
棟
の
空
き
部
屋
、
町
長

公
用
車
の
車
庫
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
ロ

ビ
ー
な
ど
、
１
階
で
検
討
さ
れ
た
い
。

坂
口
選
管
委
員
長

答
　
２
階
に
固
執
す
る
考
え
は
な
い
。
ア
イ

デ
ア
な
ど
い
た
だ
き
、柔
軟
に
考
え
た
い
。

ド
ロ
ー
ン
の

 

導
入
に
つ
い
て

　
　
　
災
害
に
備
え
て
ド
ロ
ー
ン
を
導
入

す
る
考
え
は
な
い
か
。

有
事
の
際
は
、
ド
ロ
ー
ン
チ
ー
ム

の
派
遣
を
要
請
す
る 

小
松
町
長

答
　
県
で
は
、
職
員
災
害
応
援
隊
ド
ロ
ー
ン

チ
ー
ム
が
平
成
30
年
12
月
に
結
成
さ
れ
、

本
年
４
月
現
在
で
県
職
員
が
28
名
登
録
さ

れ
て
お
り
、
ド
ロ
ー
ン
は
８
機
あ
る
と
聞

い
て
い
る
。
手
な
れ
た
方
に
飛
ば
し
て
も

ら
う
の
が
い
い
と
考
え
る
。

　
　
　
導
入
の
目
的
は
、
人
や
車
が
立
ち

入
り
に
く
い
災
害
、
火
災
事
故
な

ど
、
現
場
を
上
空
か
ら
撮
影
し
た
り
、
被

害
状
況
の
確
認
、
人
名
救
助
の
迅
速
な
対

応
が
狙
い
。
町
内
で
も
今
年
に
入
り
、
３

件
の
火
災
が
発
生
し
、２
名
の
方
が
死
亡
、

赤
碕
で
は
牛
舎
が
焼
け
、
牛
が
４
頭 

死
ん

だ
と
報
道
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
状

況
を
ど
う
思
う
か
。

小
松
町
長

答
　
ド
ロ
ー
ン
の
使
い
方
は
い
ろ
い
ろ
あ
る

と
思
う
が
、火
災
の
場
合
は
消
火
が
優
先
、

山
火
事
の
場
合
は
別
か
と
思
う
が
、
い
ず

れ
に
し
て
も
県
の
場
合
３
人
の
チ
ー
ム
で

や
っ
て
い
る
。
使
い
慣
れ
て
い
る
方
に
飛

ば
し
て
も
ら
う
の
が
一
番
効
率
が
い
い
と

思
う
。

　
　
　
ド
ロ
ー
ン
の
課
題
は
、
操
縦
資
格

を
持
つ
消
防
団
員
が
必
要
だ
と
い

う
こ
と
で
あ
る
。
中
部
１
市
４
町
に
先
駆

け
、
将
来
を
見
据
え
検
討
し
て
は
。

小
松
町
長

答
　
北
栄
町
で
は
観
光
に
も
利
用
さ
れ
て
い

る
と
聞
い
て
い
る
。
目
的
の
明
確
化
、
備

品
、人
員
配
置
、使
い
方
な
ど
考
え
た
い
。

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

　
　問

手嶋 正巳　議員

問 期日前投票所の設置場
所１階に設置すべき

答 柔軟に考えたい
 坂口選挙管理委員会委員長
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一 般 質 問 一 般 質 問

人
権
３
法
と
は

【
障
害
を
理
由
と
す
る
差
別
の
解
消
の
推

進
に
関
す
る
法
律
】

【
本
邦
外
出
身
者
に
対
す
る
不
当
な
差
別

的
言
動
の
解
消
に
向
け
た
取
り
組
み
の
推

進
に
関
す
る
法
律
】

【
部
落
差
別
の
解
消
の
推
進
に
関
す
る
法
律
】

人
権
３
法
の
具
体
策
は

問
　
２
０
１
６
年
に
障
害
・
ヘ
イ
ト
ス
ピ
ー

チ
・
部
落
差
別
解
消
に
む
け
た
推
進
法
が

そ
れ
ぞ
れ
施
行
さ
れ
た
。
基
本
理
念
と
行

政
の
責
務
な
ど
を
定
め
た
も
の
だ
が
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
に
展
開
し
よ
う
と
し
て

い
る
の
か
、
具
体
策
を
問
う
。

① 

基
本
計
画
の
変
わ
っ
た
点
、
新
た
な
事

業
計
画
は
。

② 

法
の
制
定
目
的
で
調
査
の
実
施
は
、
対

象
や
内
容
は
。

③
推
進
方
法
、
実
践
例
は
。

現
計
画
の
中
で

答① 

第
２
次
琴
浦
町
あ
ら
ゆ
る
差
別
を
な
く

す
る
総
合
計
画
を
基
本
に
、
ま
た
、
障

が
い
者
差
別
解
消
に
つ
い
て
も
各
計
画

に
基
づ
い
て
事
業
実
施
し
て
い
る
。

② 

調
査
は
部
落
差
別
解
消
法
に
基
づ
く
調

査
は
国
が
や
る
が
、
町
は
第
３
次
あ
ら

ゆ
る
差
別
を
な
く
す
る
総
合
計
画
に
関

し
て
意
識
調
査
を
行
う
。

③ 

懇
談
会
な
ど
を
と
お
し
て
の
教
育
・
啓

発
に
意
味
が
あ
る
。

町
有
施
設
安
全
管
理
、

バ
リ
ア
フ
リ
ー
は

公
共
施
設
レ
ビ
ュ
ー
の
今

後
は

問① 

公
共
施
設
レ
ビ
ュ
ー
の
成
果
と
課
題
、

今
後
の
計
画
は
。

② 

町
有
施
設
の
耐
震
調
査
結
果
と
改
修
計

画
は
。

③
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
。

施
設
の
更
新
を
す
る
か
否
か

答① 

町
民
評
価
員
、
外
部
審
査
員
で
公
共
施

設
レ
ビ
ュ
―
は
有
意
義
な
会
と
な
っ
た
。

② 

耐
震
調
査
が
で
き
て
い
な
い
と
こ
ろ
が

５
か
所
。
耐
震
性
が
低
い
の
が
浦
安
地

区
公
民
館
と
安
田
地
区
公
民
館
。

③ 

バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
は
個
別
施
設
の
利
用

状
況
を
考
え
、
緊
急
性
の
高
い
も
の
か

ら
順
次
や
っ
て
い
き
た
い
。

事
業
仕
分
け
は

事
業
レ
ビ
ュ
ー
・
事
業
評

価
は

問
　
町
の
事
業
や
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る

事
業
に
つ
い
て
も
個
々
に
見
直
す
こ
と
が

必
要
だ
と
思
う
が
。

予
定
し
て
い
る

答
　
事
業
の
す
べ
て
を
や
る
わ
け
に
も
い
か

な
い
が
、
10
月
に
10
事
業
程
度
を
予
定
し

て
い
る
。

　
公
共
施
設
と
同
じ
よ
う
な
形
で
無
作
為

抽
出
に
よ
り
、
町
民
の
評
価
者
や
外
部
有

識
者
の
意
見
を
聞
き
た
い
。

福本 まり子　議員

問 ①人権３法をどのように展開するのか
②町有施設の安全管理、バリアフリーは
③事業レビューの実施予定は

答 ①第３次総合計画の見直しを機に
②公共施設の統廃合計画で対策を講じる
③10月に10事業程度を実施する

浦安地区公民館（昭和43年築）
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一 般 質 問 一 般 質 問

判
決
後
の
反
応

　
　
　
上
伊
勢
境
界
確
定
訴
訟
の
高
裁
判

決
が
確
定
し
、
町
が
町
民
の
土
地

を
地
籍
調
査
に
よ
り
、
不
当
に
奪
っ
た
結

果
に
な
っ
た
が
、
そ
の
責
任
は
ど
の
よ
う

に
取
る
の
か
。

　
当
事
者
に
謝
罪
の
必
要
が
あ
る
と
考
え

る
が
、
ど
う
か
。

　
　
　
町
の
主
張
が
退
け
ら
れ
た
の
は
残

念
。
今
後
、
判
決
に
従
い
裁
判
費

用
の
支
払
い
、
係
争
地
の
地
図
訂
正
の
登

記
を
行
う
。

　
裁
判
所
で
（
町
側
の
）
証
言
を
し
て
い

た
だ
い
た
上
伊
勢
部
落
の
方
に
ご
苦
労
、

ご
心
配
を
か
け
、
申
し
訳
な
か
っ
た
と
い

う
謝
罪
は
し
た
い
。

土
地
を
取
ろ
う
と
し
た
の
か

問
　
建
物
が
建
っ
て
い
る
土
台
の
と
こ
ろ
に

境
界
を
持
っ
て
き
た
の
は
地
籍
調
査
、
そ

れ
を
登
記
し
た
。
建
物
が
建
っ
て
い
る
土

地
は
町
の
も
の
に
な
っ
た
。
そ
れ
は
お
か

し
い
と
提
訴
し
た
ら
「
反
訴
」
で
そ
れ
は

町
の
も
の
だ
と
言
い
出
し
た
。
土
地
を
取

ろ
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

境
界
ピ
ン
は
建
物
よ
り
古
い

答
　
地
籍
調
査
の
ピ
ン
、
担
当
に
聞
い
て
み

た
ら「
ピ
ン
は
建
物
の
以
前
か
ら
あ
っ
た
」

と
い
う
話
で
作
為
的
に
奪
い
取
ろ
う
と
し

た
も
の
で
は
な
い
。

払
下
げ
は

問
　
地
籍
調
査
の
修
正
の
代
替
と
し
て
町
が

「
払
下
げ
」
を
提
案
・
推
進
し
な
が
ら
権

利
の
無
い
上
伊
勢
部
落
と
一
緒
に
な
っ
て

な
ぜ
潰
し
た
の
か
、
理
由
を
聞
き
た
い
。

そ
れ
で
裁
判
に
な
っ
た

答
　
「
払
下
げ
」
の
話
が
進
ん
で
い
た
が
、

地
元
の
同
意
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
こ
と
が

「
境
界
確
定
協
定
通
知
」
後
に
分
か
り
、

払
下
げ
の
話
は
な
く
な
り
裁
判
に
な
っ
た
。

部
落
同
意
は
必
要
か

問
　
地
籍
調
査
は
正
し
い
と
町
が
言
い
、
問

題
解
決
の
手
段
と
し
て
払
下
げ
を
提
案
。

併
せ
て
残
る
２
軒
も
説
得
、
同
意
し
た
が

さ
ら
に
「
部
落
同
意
」
の
条
件
を
付
け
た
。

こ
れ
を
テ
コ
に
部
落
が
反
対
し
て
つ
ぶ
れ
た
。

　
な
ぜ
提
案
し
な
が
ら
潰
し
た
の
か
。

ま
だ
検
証
し
て
い
な
い

答
　
具
体
的
に
ま
だ
そ
こ
ま
で
聞
い
て
い
な

い
。
検
証
し
て
い
な
い
。
色
々
後
か
ら
出

て
く
る
が
、
過
ち
は
過
ち
と
し
て
認
め
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
。
今
後
検
討
し
て
い
き

た
い
。

原
因
者
に
負
担
求
め
る
か

問
　
一
連
の
訴
訟
は
琴
浦
町
の
業
務
の
誤
り

を
断
罪
し
た
。
こ
れ
ら
に
要
し
た
費
用
を

血
税
で
ま
か
な
う
こ
と
は
町
民
の
納
得
が

得
ら
れ
な
い
。

　
一
連
の
原
因
者
に
対
し
て
負
担
を
求
め

る
考
え
が
あ
る
か
。

故
意
・
過
失
は
認
め
ら
れ

な
い

答
　
誰
が
原
因
者
か
と
い
う
問
題
も
あ
る

が
、
特
段
の
故
意
・
過
失
が
あ
っ
た
場
合

に
は
損
害
賠
償
請
求
は
あ
る
。

　
今
回
の
事
例
を
見
る
限
り
、
特
別
な
故

意
・
過
失
は
認
め
ら
れ
な
い
と
思
う
。

　
　問答

青亀 壽宏　議員

問 当事者への謝罪は

答 部落の方に謝罪したい
 小松町長
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一 般 質 問 一 般 質 問

　
　
　
厚
労
省
事
務
次
官
通
知
（
平
成
14

年
）
に
つ
い
て
の
町
長
の
理
解
を

問
う
。

　
　
　
平
成
９
年
に
同
和
対
策
事
業
の
特

別
措
置
法
が
失
効
し
た
と
い
う
こ

と
で
こ
の
通
知
が
出
た
。
新
た
な
設
置
運

営
要
綱
を
制
定
し
一
般
化
し
な
さ
い
、
一

般
財
源
で
や
り
な
さ
い
、と
い
う
こ
と
だ
。

　
　
　
一
般
化
と
い
う
こ
と
だ
が
、
例
え

ば
地
区
公
民
館
に
は
館
長
１
人
主

事
１
人
、
そ
れ
に
対
し
隣
保
館
は
館
長
、

指
導
員
、
ほ
か
職
員
で
、
管
轄
の
省
の
違

い
は
あ
る
が
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
す
れ

ば
、
隣
保
館
が
優
遇
さ
れ
て
い
る
よ
う
に

見
え
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
今
、
職
員
の
業
務
内
容
の
見
直
し

を
し
て
い
る
時
機
な
の
で
、
必
要

性
を
認
め
な
が
ら
検
証
し
て
い
く
。

　
　
　
通
知
で
、「
館
長
及
び
指
導
職
員

は
、
社
会
福
祉
主
事
の
資
格
を
要

す
る
者
も
し
く
は
２
年
以
上
従
事
し
た
者

ま
た
は
隣
保
館
の
運
営
に
熱
意
の
あ
る

者
」
と
あ
る
が
、
町
の
現
状
は
。

小
椋
人
権
・
同
和
教
育
課
長

答
　
有
資
格
者
は
現
在
い
な
い
。

　
　
　
事
務
次
官
通
知
が
資
格
が
必
要
だ

と
。
そ
れ
を
40
年
近
く
正
規
の
職

員
が
い
な
い
ま
ま
町
の
施
設
が
運
営
さ
れ

て
い
る
、
こ
れ
は
行
政
の
怠
慢
で
は
な
い
か
。

　
　
　
こ
こ
だ
け
で
な
く
、
全
体
を
見
直

そ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
　
通
知
で
は
生
活
相
談
員
の
設
置
に

つ
い
て
、
こ
れ
を
廃
止
す
る
と
の

通
知
だ
が
、
今
、
い
る
の
か
。

　
　
　
２
名
配
置
し
て
い
る
。

　
　
　
こ
の
生
活
相
談
員
廃
止
通
知
を
無

視
す
る
と
い
う
根
拠
は
。

　
　
　
国
は
廃
止
と
い
っ
て
い
る
が
、県
、

町
は
ま
だ
必
要
だ
と
し
て
配
置
し

て
い
る
。

　
　
　
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
事
業
が
あ

と
２
年
で
返
済
期
限
が
く
る
な
か

で
、
既
に
１
億
５
千
万
円
の
焦
げ
付
き
が

あ
る
。
こ
れ
ら
の
返
済
に
つ
い
て
生
活
相

談
員
に
相
談
は
な
か
っ
た
の
か
。

小
椋
人
権
・
同
和
教
育
課
長

答
　
業
務
の
一
つ
に
入
っ
て
い
る
。

　
　
　
「
あ
そ
こ
の
地
域
は
返
済
し
な
い
、

そ
う
い
う
地
域
だ
」
と
い
う
よ
う

な
新
た
な
差
別
を
生
む
こ
と
に
な
ら
な
い

か
懸
念
す
る
。そ
れ
を
生
活
相
談
員
は（
回

避
す
る
よ
う
）
や
っ
て
い
な
い
、
町
の
同

和
対
策
協
議
会
も
話
題
に
し
な
い
が
。

　
　
　
相
談
員
の
役
割
、
や
っ
て
来
た
こ

と
も
含
め
検
証
し
な
が
ら
人
員
の

見
直
し
を
考
え
る
。

　
　
　
町
隣
保
館
条
例
に
つ
い
て
、
３
月

定
例
会
の
人
権
・
同
和
教
育
課
長

の
答
弁
で
「
厚
労
省
の
い
う
要
綱
の
中
に

生
活
相
談
員
は
活
動
し
て
い
く
」
と
あ
っ

た
。
廃
止
す
る
と
い
う
援
護
局
長
通
知
と

違
う
が
。

　
　
　
国
は
廃
止
す
る
と
あ
る
。

　
　
　
町
隣
保
館
条
例
第
２
条
、
文
化
セ

ン
タ
ー
の
名
称
位
置
が
明
記
さ
れ

て
い
る
。
他
の
市
町
村
に
は
差
別
を
助
長

す
る
と
い
う
の
で
削
除
さ
れ
て
い
る
所
が

あ
る
が
、
い
か
が
か
。

　
　
　
町
の
設
置
場
所
を
書
い
て
い
る
と

い
う
こ
と
だ
。

問答問答問

問答問答問答問

問答問答問答

押本 昌幸　議員

問 隣保館条例の
 在り方を問う

答 町の事業全体の中で見直す
 小松町長
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一 般 質 問 一 般 質 問

同
和
固
定
資
産
税
減
免

　
　
　

平
成
31
年
３
月
議
会
で
「
琴
浦
町

同
和
対
策
に
係
る
固
定
資
産
税
の

減
免
措
置
要
綱
の
廃
止
を
求
め
る
決
議
」

が
議
決
さ
れ
た
。
無
視
は
で
き
な
い
。
町

長
は
、
ど
の
よ
う
に
対
応
す
る
の
か
。

　
議
会
の
議
決
は
重
く
受
け
止
め
る
。
い

ろ
い
ろ
な
面
で
影
響
が
あ
り
、
廃
止
理
由

を
よ
く
考
え
て
検
討
し
、
少
な
く
と
も
来

年
当
初
に
向
け
て
方
向
を
出
す
。

議
員
の
発
言
権
の
保
障

　
　
　

昨
年
６
月
定
例
議
会
で
の
私
の
一

般
質
問
で
「
琴
浦
町
同
和
対
策
に

係
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
要
綱
」
の

記
述
の
中
に
「
対
象
地
域
と
な
る
の
は
行

政
区
域
を
単
位
と
す
る
、
と
あ
る
の
で
行

政
区
域
は
具
体
的
に
ど
こ
で
し
ょ
う
。」

と
質
問
し
た
こ
と
に
対
し
て
、
平
成
31
年

３
月
27
日
に
開
催
さ
れ
た
琴
浦
町
差
別
事

象
対
策
委
員
会（
委
員
長　
山
口
副
町
長
）

が
、
私
の
こ
の
発
言
は
差
別
発
言
で
あ
る

と
、
県
の
人
権
局
に
報
告
さ
れ
て
い
る
。

当
事
者
で
あ
る
私
に
は
一
切
聴
取
も
せ

ず
、
一
方
的
に
差
別
発
言
と
断
定
し
た
こ

と
は
欠
席
裁
判
で
あ
る
。

　
議
員
は
、
町
政
に
対
し
て
自
由
に
発
言

す
る
権
利
が
あ
り
、自
治
法
132
条
で
も「
無

礼
の
言
葉
を
使
用
し
、
又
は
、
他
人
の
私

生
活
に
わ
た
る
言
論
を
し
て
は
な
ら
な

い
」
だ
け
で
あ
る
。

　
議
会
会
議
規
則
第
６
章
（
発
言
）
に
基

づ
い
て
行
っ
た
発
言
を
差
別
発
言
と
決
定

す
る
こ
と
は
、
私
に
対
す
る
著
し
い
侮
辱

で
あ
り
、
二
元
代
表
制
の
根
幹
に
係
る
重

大
な
問
題
で
あ
る
。
即
時
撤
回
と
謝
罪
、

関
係
者
の
処
分
を
求
め
る
。

議
会
が
取
り
消
し
を
要
求

す
る
の
で
あ
れ
ば

答
　
差
別
と
は
言
っ
て
い
な
い
。
差
別
を
助

長
す
る
発
言
で
は
な
い
か
と
い
う
懸
念
は

持
っ
て
い
る
。
議
会
が
不
適
切
だ
と
思
わ

れ
た
か
ら
、
Ｔ
Ｃ
Ｃ
放
送
を
削
除
や
議
会

終
了
後
に
研
修
会
を
開
か
れ
た
。
何
故
、

研
修
会
を
開
か
な
く
て
は
い
け
な
い
か
、

根
幹
は
そ
こ
に
あ
る
。
こ
れ
は
差
別
を
助

長
す
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
注
意
し
よ
う

と
議
会
は
判
断
さ
れ
た
と
思
っ
て
い
る
。

も
し
そ
れ
が
変
わ
る
よ
う
だ
っ
た
ら
（
高

塚
議
員
の
言
う
）
話
に
な
る
と
思
う
。
は

か
ら
ず
も
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員
会
の

結
論
は
出
て
い
る
が
、
そ
れ
も
含
め
て
議

会
が
取
り
消
し
を
要
求
す
る
よ
う 

で
あ
れ

ば
、
言
っ
て
も
ら
え
ば
よ
い
。

　
　問

議
決
は
重
く
受
け
止
め
る

答
　
　問

高塚 勝　議員

問 同和固定資産税減免
 廃止は

答 来年当初に向け検討
 小松町長

● 

議
会
は
、
６
月
20
日
本
会
議
で
「
町
会
議

員
に
よ
る
差
別
事
象
に
つ
い
て
（
報
告
）」

の
撤
回
を
求
め
る
決
議
を
賛
成
多
数
で
議

決
し
た
。

● 

町
は
、
７
月
１
日
付
で
県
及
び
関
係
機
関

に
対
し
取
り
下
げ
依
頼
文
書
を
送
付
し
た
。

決
議
（
抜
粋
・
要
約
）

　
固
定
資
産
税
の
旧
同
和
地
区
住
民
に

限
定
す
る
減
免
は
、「
琴
浦
町
同
和
対

策
に
係
る
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
要

綱
」
で
行
わ
れ
て
い
る
。
昨
年
か
ら
こ

の
問
題
が
議
会
で
議
論
が
重
ね
ら
れ
、

そ
の
反
映
と
し
て
、
要
綱
は
平
成
31
年

３
月
１
日
に
改
定
さ
れ
た
。
そ
の
一
つ

は
、
目
的
が
目
的
を
終
え
失
効
し
た
地

域
改
善
特
別
措
置
法
を
根
拠
と
す
る
も

の
に
な
っ
て
お
り
、
実
質
的
に
は
変
更

し
た
と
は
言
え
な
い
。
今
一
つ
は
、
申

請
手
続
き
で
、
生
活
相
談
員
の
確
認
を

削
除
し
た
も
の
で
あ
る
。
貧
富
の
格
差

が
広
が
る
中
で
、
減
免
措
置
の
必
要
性

は
認
め
る
が
、
特
定
の
地
域
を
限
定
し

た
も
の
で
は
な
く
、
一
般
施
策
と
し
て

行
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
よ
っ
て
、
同

和
固
定
資
産
税
の
減
免
措
置
要
綱
は
根

拠
の
な
い
も
の
に
な
っ
て
お
り
、
廃
止

す
べ
き
で
あ
る
。
以
上
、
決
議
す
る
。
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一 般 質 問 一 般 質 問

町
道

 

早
期
の
事
業
着
手
を

　
　
　

町
道
小
学
校
松ま
つ

ヶが

谷だ
に

・
荒こ
う

神じ
ん

谷だ
に

線

か
ら
国
道
９
号
線
に
接
す
る
部
分

は
視
界
も
悪
く
、
拡
幅
が
必
要
と
取
り
上

げ
た
こ
と
も
あ
る
が
、
現
地
調
査
以
後
進

展
が
な
い
。
早
期
の
事
業
着
手
を
国
交
省

に
求
め
る
考
え
は
。

　
　
　
国
と
協
定
を
結
ん
で
事
業
推
進
と

い
う
こ
と
で
協
力
し
て
い
る
が
、

当
事
者
の
こ
と
も
あ
り
様
子
を
見
た
い
。

児
童
の
安
全
に
つ
な
が
る

問
　

誠
意
あ
る
対
応
で
理
解
を
得
る
取
り
組

み
を
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
当
該
箇
所
の

整
備
後
は
、
赤
碕
小
学
校
ま
で
改
良
す
る

計
画
も
あ
る
よ
う
で
、
児
童
の
安
心
安
全

に
つ
な
が
る
。
地
元
の
協
力
を
得
つ
つ
、

事
業
を
前
に
進
め
て
欲
し
い
が
。

改
良
が
進
む
こ
と
を
願
っ

て
い
る

答
　
今
後
と
も
誠
意
を
も
っ
て
対
応
し
、
道

路
改
良
が
早
く
進
む
こ
と
を
願
っ
て
い
る
。

 

乾
杯
条
例

 

必
要
な
取
り
組
み
は

　
　
　

先
の
議
会
で
「
ふ
る
さ
と
の
恵
み

で
乾
杯
条
例
」
が
制
定
さ
れ
た
。

町
の
役
割
と
し
て
、
地
元
産
飲
料
等
の
販

売
に
関
わ
る
事
業
者
と
協
力
し
、
必
要
な

措
置
を
講
じ
る
こ
と
を
求
め
て
い
る
。
条

例
趣
旨
を
具
現
化
す
る
取
り
組
み
を
行
う

考
え
は
。今

後
考
え
て
い
き
た
い

答
　
究
極
的
な
目
的
は
地
産
地
消
の
促
進
を

図
る
こ
と
だ
。
町
産
物
の
利
用
促
進
の
話

は
し
て
い
る
が
、
具
体
的
に
何
か
と
い
う

こ
と
は
今
後
考
え
て
行
き
た
い
。

景
気
が
循
環
す
る
取
り
組

み
を

問
　

地
元
産
品
が
利
用
さ
れ
る
よ
う
に
、
最

大
限
の
努
力
を
し
て
ほ
し
い
。
そ
う
す
る

こ
と
で
原
材
料
も
町
内
産
を
多
く
利
用
し

て
も
ら
う
。
そ
う
や
っ
て
町
内
の
景
気
が

循
環
す
る
取
り
組
み
を
進
め
て
ほ
し
い
が
。

地
産
地
消
を
図
っ
て
い
く

答
　

皆
さ
ん
の
協
力
を
得
な
が
ら
、
地
産
地

消
を
図
っ
て
い
く
。
ご
意
見
を
い
た
だ
い

て
、
予
算
の
話
に
な
れ
ば
検
討
さ
せ
て
い

た
だ
く
と
い
う
こ
と
で
、
知
恵
の
出
し
ど

こ
ろ
と
思
っ
て
い
る
。

　
　問答

　
　問

大平 高志　議員

問 町道小学校松ヶ谷・荒神谷線
 改良の具体的進展を

答 用地取得に時間を
要している 小松町長

町道小学校松ケ谷線・荒神谷線、手前が国道９号線

牛乳で乾杯
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一 般 質 問 一 般 質 問

人
口
減
・
定
住
・

 

ビ
ジ
ョ
ン
策
定
は

　
　
　

合
併
後
の
人
口
減
・
定
住
の
実
態

は
。
ま
た
、
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン

策
定
業
務
委
託
と
の
関
連
に
つ
い
て
。

移
住
・
定
住
で
は
な
く

視
点
を
変
え
て

答
　

人
口
減
少
の
中
で
、
移
住
希
望
者
の
自

治
体
の
獲
得
競
争
が
激
し
く
な
っ
て
お

り
、
い
か
に
琴
浦
町
を
魅
力
的
に
見
せ
て

い
く
か
と
い
う
こ
と
と
、
交
流
だ
と
か
関

係
だ
と
か
と
い
う
こ
と
で
の
移
住
定
住
で

は
な
く
、
い
ま
少
し
視
点
を
変
え
て
か

わ
っ
て
き
て
い
る
と
思
う
。

　
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
策
定
と
い
う
こ
と

で
、
持
続
可
能
な
地
域
社
会
総
合
研
究
所

の
藤
山
浩
氏
と
委
託
業
務
契
約
を
結
ん

で
、
ブ
ロ
ッ
ク
で
い
け
ば
、
９
つ
の
公
民

館
単
位
も
含
め
、
モ
デ
ル
を
、
古
布
庄
を

中
心
に
関
係
地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を
策
定

し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　
ま
た
、
昨
年
の
関
西
で
の
若
者
交
流
会

で
14
名
の
参
加
が
あ
り
、
今
年
も
計
画
し

て
い
る
。

地
区
別
戦
略
は

地
域
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
の

 

「
地
区
別
戦
略
」
は

問
　
公
民
館
ご
と
の
具
体
的
な
定
住
目
標
を

掲
げ
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
に
対
応
し
た
、
地

区
別
戦
略
は
。

自
治
セ
ン
タ
ー
構
想
で

答
　
４
月
20
日
、
熱
中
小
学
校
の
講
師
に
島

根
県
邑お
う

南な
ん

町ち
ょ
う

職
員
の
寺
本
氏
の
話
を
聞

き
、
６
月
４
日
、
職
員
８
人
が
視
察
、
ま

た
、
７
月
７
日
に
は
熱
中
小
生
徒
と
一
般

町
民
が
視
察
。
先
進
事
例
を
も
と
に
、
自

治
セ
ン
タ
ー
構
想
で
各
地
区
の
戦
略
を
考

え
て
み
た
い
。

ウ
ェ
ル
カ
ニ
と
の
連
携
は

　
　
　

関
係
人
口
増
で
将
来
の
定
住
確
保

と
、
東
京
と
大
阪
の
県
の
歓
迎
案

内
所
（
ウ
ェ
ル
カ
ニ
）
と
の
連
携
は
。

視
野
に
入
れ
て
い
る

答
　
関
係
人
口
が
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
琴

浦
町
に
来
て
欲
し
い
、
町
民
の
方
は
い
つ

も
ニ
コ
ニ
コ
、
食
べ
物
も
お
い
し
い
、
そ

う
い
う
こ
と
が
観
光
戦
略
の
中
に
入
っ

て
、
住
ん
で
い
る
人
が
自
慢
で
き
る
こ
と

を
多
く
作
っ
て
い
く
。
東
京
・
大
阪
の
琴

浦
会
も
含
め
、
プ
レ
ゼ
ン
の
中
で
、
３
分

間
動
画
も
利
用
し
、
ウ
ェ
ル
カ
ニ
と
の
連

携
も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。

　
　問

　
　問関

係
人
口
と
は

　
定
住
人
口
で
も
交
流
人
口
で
も
な
く
、

そ
の
地
域
に
住
ん
で
い
な
く
て
も
多
様

な
形
で
そ
の
地
域
に
関
係
を
持
っ
て
い

る
人
々
の
総
称
。

桑本 始　議員

問 「関係人口」増で
 将来の定住確保は

答 潮流（関係人口）を
模索し実践 小松町長

出典：ふるさと回帰支援センター情報誌「100万人のふるさと」
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　　期　　日：�2019年5月16日（木）・17日（金）
　　視 察 先：ふるさと回帰支援センター、衆議院第２議員会館、福島県西白河郡西郷村、㈱林養魚場
　　研修目的：�国・県・関係機関の先進的な取組みを視察研修することにより、その職務遂行に必要な知識・ 情報を取得し、もって議会の使命の達成並びに地方自治�

の振興発展に寄与する。
　　参 加 者：�小椋正和、桑本 始、前田智章、青亀壽宏、手嶋正巳、高塚 勝、新藤登子、桑本賢治、澤田豊秋、 大平高志、押本昌幸、福本まり子、角勝計介、前田敬孝
　　随 行 員：副町長 山口秀樹、企画政策課課長補佐 住吉康弘、議会事務局長 太田道彦

　ふるさと回帰支援センター江森孝至事務局長、浜田雅子相談員から、センターの移住定住促進事業について説
明を伺う。
　移住定住者が多い県は、相談体制やフォローアップが充実しており、相談窓口もワンストップで分かりやすい。
今年度、鳥取・岡山県営のハローワークと県移住相談窓口が同じ施設内（鳥取・岡山新橋館（ももてなし）２F）
に移設され、相談者にはより分かりやすくなっている。
　本町も、「鳥取県IJUターンBIG相談会」等を実施すべきと考える。また、商工会との関わりも重要である。

移住・定住促進事業　ふるさと回帰支援センター（東京都千代田区有楽町）

　中山間地域の交通事業対策について、総合政策局交通政策部�日下企画調整官から説明を伺う。
・少子高齢化の進展、高齢人口の増加のため、通学・通勤ニーズの減少と、高齢者ニーズの増加が見込まれる。
・�年代を問わず、地方部における自動車分担率は高くなっている。地方部では70歳以上の高齢者のバス分担率
が他の年代と比べて高い。
・公共交通の主な類型（自動車）
　民間バス、コミュニティバス、デマンド交通（その他の）自家用有償旅客運送

　人口密度や自然条件等の地域特性に応じ、多様な交通手段を
有機的に組み合わせて、町の公共交通を抜本的な再編を行う必
要がある。乗り合いタクシーの導入やAI技術を活用したサービ
スの展開等調査研究していきたい。

中山間公共交通　国土交通省総合政策局・道路局（衆議院第２議員会館）

　琴浦町においては、現在、下水道会計を企業会計に移行する
取り組みがなされているが、上水道関係では旧東伯の中山間地
を中心に専用水道などの小規模水道経営が残っており、それらの脆弱な基盤の水道組合と上水道の統合問題もあ
るが、国の大きな流れも視野に入れながら水道問題を考える必要がある。

　「普及率が97.9％に達し、これまでの拡張路線から既存の基盤を確固たるものにする必要がある」として、問
題点として次の点が挙げられた。
　①　老朽化の進行。耐用年数を越えた水道管路の増加。
　②　耐震化の遅れ。
　③　水道事業者が小規模で経営基盤が脆弱。
　④　�計画的な更新のための備えが不足。これらのことから“水道の基盤強化”をはかることが必要になっている。
　水道法の改正により、広域化、民間委託の口火が切られたが、人口減少に伴い給水人口の減少、管路の老朽化
が横たわる中で簡易水道よりランクが低い専用水道などの今後の経営方針の策定が急務となっている。
　国の広域化、民営化などの構造改革の流れが強まる中にあって国の補助対象となる経営形態にしておくことは
緊急の課題になっているのではないだろうか。

水道を取り巻く状況

水道を取り巻く状況　厚生労働省医薬・生活衛生局（衆議院第２議員会館）

視察研修

西郷村役場前にて

衆議院第2議員会館
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　　期　　日：�2019年5月16日（木）・17日（金）
　　視 察 先：ふるさと回帰支援センター、衆議院第２議員会館、福島県西白河郡西郷村、㈱林養魚場
　　研修目的：�国・県・関係機関の先進的な取組みを視察研修することにより、その職務遂行に必要な知識・ 情報を取得し、もって議会の使命の達成並びに地方自治�

の振興発展に寄与する。
　　参 加 者：�小椋正和、桑本 始、前田智章、青亀壽宏、手嶋正巳、高塚 勝、新藤登子、桑本賢治、澤田豊秋、 大平高志、押本昌幸、福本まり子、角勝計介、前田敬孝
　　随 行 員：副町長 山口秀樹、企画政策課課長補佐 住吉康弘、議会事務局長 太田道彦

琴浦町議会

　災害発生時及びその後の議会としての対応
について説明を伺う。

・�各議員は災害状況調査のため、村内を巡回
し、地元消防団、行政区長、被災者等と情
報交換し、被災者の救済と被害応急復旧の
状況の把握に努めた。
・�村議会は災害復旧のため、臨時議会におい
て予算案の早期議決に全議員積極的に取り
組んだ。
・�村議会常任委員会の活動も活発に行われ、
定例会の一般質問も積極的に行われた。
　災害時の対応について、近年、災害がいつ
起きるかわからない。災害に備え、議会とし
てどのような体制整備をおこなうか、また、
有事の際の町災害対策本部との連携をどのよ
うにするべきか、議員としてどう役割を担っ
ていくべきかなど、調査研究する必要がある。

平成16年８月27日　集中豪雨災害時

災害発生時の対応　（福島県西
にし
白
しら
河
かわ
郡
ぐん
西
にし
郷
ごう
村
むら
役場）

西郷村役場にて

　「とっとり琴浦グランサーモン」を生産する㈱鳥取林養魚場の本社＝㈱林養魚場がある福島県西郷村を訪れ、
自然の水源を利用したあぶくま川養殖場、一年中ルアーやフライフィッシングが楽しめる釣り場施設（那須白河
フォレストスプリングス）を視察した。㈱林養魚場は昭和10年に創業を開始した、国内でも最古参、養殖施設
は国内に８か所、釣り場施設は５か所ある。フィッシングを核にした、同様の総合レジャー施設を町内にも、と
林会長に話したところ、「ぜひ鳥取県（琴浦町）でもやりましょう。」という言葉があった。

レジャー施設誘致　㈱林養魚場（福島県西郷村）

株式会社林ʼ養魚場のHPは以下の通り
http://www.hayashitrout.com/

那須白河フォレストスプリングス
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町 民 の 声
「 琴浦創生をライフワークに 」

　私は1986年から32年間、ロサンゼルスで和食レストランを経営していましたが、
余生はのんびりと日本で過ごしたいと思い、全国の住宅物件を探しました。しかし気
に入った物件は即売却済となり、なかなか思いを果たせないままでしたが、そんなあ
る日、ネットで偶然、赤碕という聞いたこともなかった所に、理想の家を見つけたの
です。今度こそはと思い、大急ぎでいくつもの交通機関を乗り継ぎ、ロサンゼルスか
らやってきました。契約時には在留許可の関係で大慌てをしましたが、役場の係の人
にもお世話になりながら、やっとの思いで、今住んでいる物件を手に入れることがで
きました。近所の人たちも本当に親切で、赤碕に住まいを決めて間違いはなかったと改めて思った次第です。
まずは琴浦町の風習や環境、伝統文化に対する考え方になれることが大事だと考え、いろいろ調べていたら、
あっという間に一年が経ってしまいました。令和元年の訪れとともに、ロサンゼルスでの経験をいかしたいと
思い「琴浦町創生プロジェクトチーム」を立ち上げました。自分たちが住む大好きな琴浦町が明るく元気な街
になるように、皆さんのお手伝いをしたいと考えています。よろしくお願いいたします。

「 グラウンドゴルフに熱中チュウ 」

　結婚を機に琴浦町に住むようになって、いつのまにか65年が経っていました。時
の流れは本当に早いもので、時代が昭和、平成、令和と変わり、今どき「私たちの時
代はねぇ…」と言うような言葉は、若い人には通じなくなってしまいました。
　高度成長期で楽しい思いをした反面、バブル崩壊でつらい思いも経験しました。そ
んな流れに取り残されないよう頑張っているうちに、いつの間にか、「高齢者」と呼
ばれる年齢になっていました。ありがたいことに健康に恵まれ、数々の福祉活動に参
加させていただいております。最近はグラウンドゴルフに熱中しております。プレイ
することはもちろん面白いのですが、新しいお友達ができることが、一番の楽しみで
す。令和の時代も平和で明るい生活のできる琴浦町であることを願います。

谷　雄一

崎山　昭子

敬称略

　

今
回
か
ら
見
や
す
く
判
別
し
や
す
い
書
体

「
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
（
Ｕ
Ｄ
）
フ
ォ
ン

ト
」
を
採
用
し
ま
し
た
。Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
と
は
、

お
年
寄
り
や
、
視
覚
障
害
の
あ
る
か
た
に
優
し

い
字
体
で
す
。
た
と
え
ば
、「
は
」
と
「
ほ
」、

「
あ
」
と
「
お
」、「
め
」
と
「
ぬ
」
は
日
本
語

を
勉
強
中
の
外
国
の
方
に
と
っ
て
は
、
と
て
も

や
っ
か
い
な
ひ
ら
が
な
だ
そ
う
で
す
。

　
Ｕ
Ｄ
フ
ォ
ン
ト
は
、
よ
り
多
く
の
人
に
と
っ

て
「
文
字
が
見
や
す
い
」、「
文
章
が
読
み
や
す

い
」
と
感
じ
る
よ
う
に
配
慮
さ
れ
て
い
る
の
が

特
徴
で
す
。
議
会
を
も
っ
と
身
近
に
感
じ
て
い

た
だ
け
る
よ
う
編
集
者
一
同
、
よ
り
読
み
や
す

い
「
こ
と
う
ら
議
会
だ
よ
り
」
を
目
指
し
て
お

り
ま
す
。
時
代
は
令
和
に
な
り
ま
し
た
。
引
き

続
き
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

�

（
ひ
ろ
の
り
）

梅
田
川
橋
り
ょ
う�

�

（
撮
影
／
押
本
昌
幸
）

表
紙
写
真

議
会
広
報
常
任
委
員
会

�

委
員
長　
　
澤
田　
豊
秋

�

副
委
員
長　
角
勝　
計
介

�

委
員　
　
　
高
塚　
　
勝

�

委
員　
　
　
押
本　
昌
幸

�

委
員　
　
　
福
本
ま
り
子

�

委
員　
　
　
前
田　
敬
孝

あ
と

　 

が
き

UDフォントの明朝体 今までの明朝体
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